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Yu Kuwahara

選手としてのこれまで、　　　　　 そしてこれからー

ボートレース
の魅力

ファンの方へ
メッセージ

1987年５月27日生。長崎支部102期。
初出走は2008年5月9日。
翌年２月に初１着をあげる。
デビューから通算３年７ヶ月目となる
2011年10月に蒲郡で初優勝。

デビューから３年半でＡ１級になりましたが、腰の怪我なども
あり、ここ１年半はＡ２に甘んじています。その腰はもう大丈
夫！先輩方に相談して、乗り方も変えました。腰に負担がかか
りすぎないような乗り方に変えました。ターンで思ったところ
に行けなかったりしていたのですが、ようやく最近掴めてきた
ので、これをベースに改良していきたいです。今期Ａ１に上がれ
ていないのは実力不足で、もう怪我を言い訳にはできない。
これからの目標はと聞かれて、大きなことは言えないです。
とにかく目の前の目標として、来期は絶対にＡ１に戻らなけれ
ばならないと思っています。まずはそこからですね。現在デ
ビューして１１年目ですが、とにかくレースが楽しいです。選手
生活はできるだけ長く続けたいですね。

お客様目線では、僕が初めてボートレースを観た時がそうだっ
たんですけど、間近で見た時の迫力、水しぶき、モーターの音
や匂い。これはすごく魅力だと思います。お客様にはぜひ水
面際でその迫力を感じて欲しいですね。選手目線で考えると、
自分の頑張り次第で上に行けること・収入に直結することで
す。仕事なので、そこはやっぱり大事だと思います。あとは、
ボートを乗りこなしている自分ってかっこいい♪って思ったり
（笑）

お客様が水面際で手を振って応援してくださると、すごく嬉し
いです。気持ちとしては手を振り返したり、何かアピールしたい
と思っているのですが（笑）お客様の声援が力になります！
期待してもらい、その期待に応えられるようなレースが出来る
ようにこれからも頑張りますので、応援よろしくお願い致しま
す！！
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趣味 ボートレーサーを
目指したきっかけ

宝物

好きな食べ物

バイクに乗るのが好きです。
長崎支部の選手たちと一緒
にツーリングに行くこともよ
くありますし、１人で景色を
楽しみながら乗るのも大好
きです。

好き嫌いはなしです！食にこだわりがなく、何でも食べます
（笑）でも、特に好きなのはハヤシライスです☆
体質的には太りにくいですね。レース場では、以前は朝は食
べていなかったのですが、最近は体調面を考えて出来るだけ
食べるようにしています。

あとは、マリンアクアリウム。自宅の海水魚コーナーは、僕のこ
だわりの空間です（笑）水替えとか水槽の掃除もしっかりやっ
ています！

競輪もやります。車券を買ってレースを観ると、お客様の気持
ちがすごくよくわかります。自分の舟券を買ってくださっている
お客様がいるというのはやっぱりすごく嬉しいです。その方々
の為にしっかりレースしようと改めて思えます。
ゲームも好きです♪最近はスプラトゥーンにはまっています。
峰竜太さんとか石野貴之さんとか、選手30～40人くらい大勢
で楽しんでいます！こうして考えてみると、趣味はたくさんあり
ますね（笑）」

高校３年の時に、消防士を目指して試験を受けたのですが、そ
こでダメだったんです。将来どうしようかなと考えていたとき
に、友人の家でたまたま読んだ漫画『モンキーターン』に衝撃
を受け、これだ！！と思いました。乗り物が好きだし、これを仕
事にしてお金がもらえたら最高だなと、すぐにボートレース大
村へ生の走りを見に行きました。水面が近くて間近でレースを
見て、その迫力に感動しました。試験は３回目の挑戦で合格し
ました。学科が鬼門だったので、あの時が人生で１番勉強しま
したね（笑）

登録期は102期。厳しい訓練を一緒に乗り越えた同期は、み
んなすごく仲が良いです。特に、九州の前田将太、山田康二、
上野真之介とか。同県同期の宮本夏樹は高校で同じクラス
だったんですよ(笑)でも、とにかくみんな仲良くて、すごく良い
仲間だと思っています。

苦楽を共にした
同期

長崎支部
長崎支部はよく、県民性もあってか良くも悪くも“優しすぎる”と
表現されることがありますね。でも、キレイなレースで何が悪
いんだ！（笑）キレイなレースをしつつ、それでいてしっかり勝
つ！そう思いながら走っています。親身になってアドバイスをし
てくださる先輩方ばかりですし、自分自身も、「頑張ればＡ１に
なれるんだぞ」という姿を後輩に見せていきたいと思っていま
す。長崎支部は、良い支部ですよ。

Yu Kuwahara

師匠
宝物は家族。妻と、６歳の長男、３歳の長女、１歳の次女。５
人家族です。子供たちはとにかく可愛いです。妻は僕のことを
尊重してくれて、選手の付き合いなども理解してくれて助かっ
ています。しっかり家を守り子育てをしてくれて、とても感謝し
ています。

僕の師匠は上之晃弘さんで
す。すごく尊敬していますし、
頼りにさせてもらっていま
す。初めてＡ１級に上がれ
た時も、師匠のおかげだな
と思っています。私生活で
も良くしてもらっているんで
すよ。


